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開講年次･学期 １年後期 必修/選択 必修

開講形態 講義 時間数/単位数 ２単位

準備学修に必要な学修の時間

各講義の中で指示します。

オフィスアワー

「エッセンシャル細胞生物学」 第4版　中村桂子他監訳　（2016）　南江堂

			
			
			

月〜金の講義時間を除いた時間帯。実習棟2F オープンラボ２

C-2 個体の構成と機能
　C-2-2) 組織・各臓器の構成、機能と位置関係
　C-2-2)-(1) 組織・各臓器の構造と機能
　C-2-2)-(2) 器官の位置関係
　C-2-3) 個体の調節機構とホメオスタシス
　C-2-3)-(1) 情報伝達の基本
　C-2-3)-(2) 神経による情報伝達の基礎
　C-2-3)-(3) 生体防御の機序 学修目標:
　C-2-4) 個体の発生
C-4 病因と病態
　C-4-6) 腫瘍

１．幹細胞の種類や細胞分化のしくみを説明できる。
２．個体と器官が形成される発生過程を理解する。
３．細胞集団としての組織・臓器の構成、機能分化と方向を理解する。
４．神経、循環器系、呼吸器、消化器等の器官の構造と機能について説明できる。
５．内分泌器官の構造と分泌されるホルモンの働きについて説明できる。
６．免疫系器官の構造および生体防御機構を説明できる。
７．発癌のメカニズムと病態を理解する。

授業はWebexでライブ配信する。Moodleに資料を提示し、それに沿って進める。毎回、課題を出し、理解度を確認す
る。授業終了後には必ず復習を行う事。

コア・カリとの関連

授業概要

科目の達成目標

成績評価の方法

教科書･参考書･視聴覚･その他の教材

授業の進め方

　生命現象が理解できる基礎を築くために、生体の基本単位である細胞から組織、器官という生物体のつくりと階層性
を学ぶ。さらに動物がどのようにホメオスタシスを維持しているのかも学び、生命現象に対する理解を深める。

課題の提出で出席を確認する。
５回以上欠席した場合には未修とする。
期末テストは行わず、課題の点数を合算して評価する。


